
平成２３年８月

那賀川河川事務所

第４回第４回 長安口ダム改造事業費等監理委員会長安口ダム改造事業費等監理委員会

（４）第３回委員会での主な意見と取り組み

資料－５



（１）事業費については、維持管理等も含めたトータルコストで考えること。
○維持管理等トータルコストに配慮した設計

（２）当該事業の内容・効果・経済的価値等について、わかりやすく住民に伝える
よう配慮すること。
○事業内容、効果、経済的価値等の周知の工夫

【第3回委員会（平成22年度）における主な意見と取り組み】

前回の委員会でいただいた以下の主な２つの意見に対する、当事務所の取り
組みについてご紹介します。



（１）維持管理等トータルコストに配慮した設計（１）維持管理等トータルコストに配慮した設計

・設計段階においても、維持管理コストを含むトータルコストに対して、構造物としての機能及び安全性
の確保が可能な範囲で、コスト縮減に努めています。
・また、今後の施工段階においても、更なるコスト縮減に努めていきたいと考えています。

ﾛｰﾗｰｹﾞｰﾄ 今回採用型（改良ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄﾞ）

○主ﾛｰﾗ径で扉高や扉体の分割数が制約を受ける。
○ｽﾗｲﾄﾞｹﾞｰﾄに比べて扉体重量が重くなる。
（据付時に200tｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝが必要）

○主ローラが大型で、確実に回転する必要があるた
め、軸受けの整備や給脂を十分に行う必要がある。

○ｸﾚｰﾝの吊り能力に応じて扉体の分割数を決定できる。
○ﾛｰﾗｰｹﾞｰﾄに比べて扉体重量が軽くなる。
（据付時に120tｵｰﾙﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝが必要）

○ｻｲﾄﾞﾛｰﾗやﾌﾛﾝﾄﾛｰﾗは小型であるため、比較的整備
が容易である。

【事例】予備ｹﾞｰﾄの設計（堤体上流面の傾斜に対応したゲート構造の工夫）
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角があたる

ローラーによりスムーズ
な昇降が可能



・当事務所が行う事業や防災についての理解を深めていただくため、パンフレットや広報誌掲載、
出前講座、ダム見学などの取り組みを行っており、今後も継続的に実施していきます。

・また、長安口ダム改造事業の内容や効果についても、具体的にわかりやすく伝える工夫を行い、
広く理解をいただく広報ツールについても検討していきたいと考えています。

那賀町広報誌「なか」への定期掲載

（２）（２）事業内容・効果・経済的価値等の周知の工夫事業内容・効果・経済的価値等の周知の工夫

出前講座

ダム見学会


